
平成３０年度第１回狭山市立博物館協議会会議録 

 

開催日時  平成３０年 ７月 ４日（木）午後２時００分から午後３時３０分まで 

 

開催場所  狭山市立博物館会議室 

 

出 席 者  髙橋光昭会長、吉川克己委員、小俣惠美子委員、三浦巳奈委員、白倉孝委員、 

細井弘子委員、濵田明美委員、中西洋委員 

 

欠 席 者  高橋恵美子副会長、高塚美也子委員 

 

事 務 局  向野教育長、滝嶋生涯学習部長、田中社会教育課長、安井主査、吉田主任、 

      志水博物館長、入佐副館長、㈱アクティオ植山次長 

 

傍聴者数  ０名 

 

《狭山市立博物館管理規則第１０条第２項、委員７名の出席により会議成立》 

 

１ 開会 

 

２ 辞令交付 

  教育長より三浦委員へ辞令の交付 

 

３ あいさつ 

  会長あいさつ 

教育長あいさつ 

   

４ 議事 

（１）平成２９年度事業報告について 

会 長：夏期企画展「山下清展」は、山下清だけでなく八幡学園とその仲間たちの作品に触れられる

機会がないのでよかった。また、「ヒーロー展」は、入館者数確保への対応でもあり、展示

点数も比較的多く展示されていたと思うが、おもちゃについての説明や、流行を含めたおも

ちゃの変遷等の解説がほしかった。 

 

（２）平成３０年度事業予定について 

委 員：さやはく学習フォーラムにて解説員としてはじめて携わったが、楽しく参加できた。今後も

地元について理解が深められるよう、対応していきたい。 

 

委 員：題材は将来的に増えると理解してよいか。 

館 長：常設展示の解説題材は、バリエーションがあるので、増やしていきたい。また、解説員の参

加者もふやしていきたい。 

 

会 長：春の企画展は、狭山市在住の作家の作品であり、家族で楽しめる企画だった。夏の企画展は、

ボランティアの制作物と西武鉄道からの借用品が見どころである。秋の企画展は、狭山市在

住の遺族の方の所蔵品で著名な画家の作品展ということで、狭山に関連した企画が予定され

ている。冬の平成展については、市民からの資料提供をお願いしているが、「アナログから

デジタル」に移行した時代であることから、ある意味「資料が見えない」ところがある。成

功に結び付けるのになかなか難しいかもしれない。 

 

委 員：トリックアートは、どうしてそう見えるのか、という仕組みの説明があればよかった。 

 

会 長：「鉄道展」の西武の信号表示の展示について、解説がつけられればいいかと思う。 

館 長：検討する。電車の運転免許を展示したが、免許更新がないといったことも解説できれば、と

思う。 

 

委 員：「常設展クイズラリー」については、子どもたちの感性を刺激するために、絵で回答するも



のも作っていただきたい。 

 

（３）平成３１年度企画展について 

会 長：「刀剣の名作展」については、柏原在住の森井氏をあげているが、入間西部は、刀剣関係者

が多く、市内在住の橋本琇巴氏（刀身彫刻）、飯能在住の小沢壽久氏（刀鍛冶）等がいる。

「縄文時代の〝つなん″と〝さやま″」については、積雪期に資料を運搬するのが困難なこ

とから、冬場の開催は難しい。なお、資料が重要文化財になっていると思う。 

「狭山の奈良・平安展」については、現在鳥ノ上遺跡を中心に発掘調査を平成 31 年度まで

実施しているので、現地見学会等が計画できるかもしれない。時期的には夏場は避けたい一

方、進捗状況から年度初めがよいかと考える。 

「ダイヤプラン縄文展」については、他の自治体等との調整が必要となることが予想される。

前回入間川関連の企画展を実施した際は、2年半ほどの準備期間を要したので、スケジュー

ルに配慮する必要があると思う。 

 

委 員：さやはく学習フォーラムについて、事業として好評であるが、解説者も参加者も高齢者が多

い。他の事業でもそうだが、若い人の取り込みや若い人にどうつなげていくかを研究してい

ただきたい。例えば、若い人向けにインターネットによる資料検索などいかがか。 

館 長：若者も含め、幅広い活動団体と連絡を取り合い、新しい博物館事業について模索してまいり

ます。 

 

委 員：博物館の敷居が高いという印象から、入門編の講座や紹介スペースとしての展示などを実施

してほしい。博物館への「アクセスポイント」としての事業を実施してほしい。 

 

委 員：「おとうさんが（仕事等で）いないので、母子で博物館に来る」という意見をよく聞くので、

子ども向けの企画展を継続して実施してほしい。 

 

委 員：「稲荷山公園展」については、図書館にも資料がないので、当時を知る情報が集められれば

意義があると考える。 

会 長：基地に関する資料については、終戦時にほとんど焼却されているので、大変難しい。 

 

委 員：小学校で、狭山市の出土した土器等を使った出前講座をお願いしたい。また、博物館だけを

目的に来館することは、なかなか足が遠のくで、博物館周辺の施設や娯楽等を紹介し、セッ

トで一日が楽しめるよう、情報提供してほいい。 

 

（４）その他 

特になし 

 

５ 閉会 

 

 見学会 

夏期企画展「ぼくらの狭山を走れ!鉄道展」を見学 

 

 

 


